
福祉と動物愛護のセーフティネット構築について 

（受付日：令和８年８月５日） 

 

Ｑ  独 居 高 齢 者 等 の 緊 急 入 院 時 に ペ ッ ト の 行 き 場 が 失 わ れ 、 現 場

職 員 が 対 応 に 追 わ れ て い る 課 題 に 対 し 、 個 人 の 善 意 に 頼 ら な い

行 政 主 導 に よ る 持 続 可 能 な セ ー フ テ ィ ネ ッ ト の 構 築 が 求 め ら れ

ている。 

具体的には、ペットの緊急一時預かりの予算化、費用をサポー

ト す る 市 民 ボ ラ ン テ ィ ア 登 録 制 度 の 構 築 、 福 祉 部 門 と 動 物 愛 護

部門の連携強化やシェルター機能の拡充が必要だと考える。 

行 政 と 市 民 が 協 働 し 、 人 と 動 物 の 命 を ト ー タ ル で 守 る 安 心 の

体制を構築して欲しい。 

 

Ａ  本 市 で は 、 市 民 の 皆 様 が 安 心 ・ 安 全 で 快 適 に 暮 ら せ る ま ち づ

く り に 日 々 取 り 組 ん で い ま す 。 そ の よ う な 中 で 、 ご 提 言 い た だ

いた「独居高齢者等の急な入院や入居に伴うペットの預かり先」

という課題は、社会課題の一つであると認識しています。 

ご 指 摘 の 通 り 、 現 在 、 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 等 の 支 援 者 が 、 

緊急時に残されたペットに対し、個別の状況に応じて、ご家族や

親族、あるいは民間のペット関連事業所、保護団体等と連携し、

預かり先の調整や情報提供を行っているところです。 

一方で、ご提言いただきました「高齢者等ペット緊急一時預か

りの予算化」や「行政主導・市民協働による一時預かりボランテ

ィア登録制度の構築」といった具体的なご提案については、制度

維 持 に 要 す る 経 費 や 動 物 の 健 康 管 理 、 さ ら に は 万 が 一 の 事 態 に

対 す る 責 任 の 所 在 な ど 、 多 く の 課 題 が 内 在 す る こ と が 推 察 さ れ

ます。そのため、現状では新たな制度の創設や公的な仕組みの整

備は困難であると考えています。 

市 と し て は 、 現 在 行 っ て い る 個 別 の 相 談 対 応 を よ り 円 滑 に 進

め ら れ る よ う 、 関 係 機 関 や 民 間 団 体 と の 情 報 共 有 を 強 化 す る と



と も に 、 今 後 も 市 民 の 安 心 な 暮 ら し の 維 持 と 動 物 愛 護 の 両 面 を

視野に、行政と市民が協働しながら、人と動物が共生できる仕組

みを模索していきます。 

な お 、「 シ ェ ル タ ー 機 能 の 拡 充 」 に 関 す る ご 提 案 に つ い て は 、

山 口 県 に 対 し て い た だ い た ご 提 言 の 情 報 提 供 を 行 っ て い き ま す 。 
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